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もともと GPM 資格は平成 24 年度に採択された文部科学省大学間連携共同教育推進事業「産
学公連携によるグローカル人材の育成と地域資格制度の開発」の一環として，京都産業大学を代
表校に京都府立大学，京都文教大学，佛教大学，龍谷大学の 5大学が連携して創設されたもので
ある（平成 27 年度からオブザーバー校として京都橘大学も加わり，現在は 6大学連携の資格と
なっている）。カリキュラムは図 1の通り，複数の科目群から構成されるグローカル人材基本科










関する詳細は「グローカルプロジェクトマネジャー」ガイドライン（平成 27 年 4 月発行，平成
29 年 10 月改訂）によって定められている。
佛教大学では，2016 年度よりグローカル人材 PBL の講義が開始し，2017 年度より GPM 資

























































































learning の回答内容を用いて評価を行った。設問内容は表 5の通りである。ただし，第 1回，第
2回の講義についてはグループが決まっておらずグループワークが成立しなかったため，対象外
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